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                          は    じ    め    に 
 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、汎用機やオフコンなど、ホストコンピュータの標準フロッピーディ

スク形式であるＩＢＭ形式フロッピー（ＩＢＭファイル）と、パソコンの標準であるＷｉｎｄｏ

ｗｓファイルを相互に変換するためのソフトウェアです。 
 
  おもな用途としては、汎用機やオフコンのＣＯＢＯＬデータと、パソコンのＣＳＶ形式ファイ

ルとの交換・プリント形式ファイルとの交換・ＷｉｎｄｏｗｓＣＯＢＯＬデータとの交換などが

あります。また、ＣＯＢＯＬのゾーン形式・パック形式をはじめ、豊富なコード変換機能をサポ

ートしています。 
日本で販売されたほとんどのホストの漢字をサポートしており、拡張漢字テーブルも標準提供

しています。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０では、Ｗｉｎｄｏｗｓ７上での動作をサポートしています。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のマニュアルには、導入編（本書）、解説編、コマンド編、マルチレコ

ード編、プログラム応用編があります。 
 

２０１０年４月 
株式会社 富士通ビー･エス･シー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright 1997-2010 株式会社 富士通ビー･エス･シー 
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                        １．１  パッケージ内容 

 
  インストールの作業をはじめる前に、本製品のパッケージ内容を頭に入れておいてください。 
 
  本製品のパッケージ内容は以下のとおりです。 
 
●操作説明書／導入編 
  操作説明書は５分冊構成になっており、インストール用ＣＤ－ＲＯＭにオンラインマニュアル

として格納されています。特に導入編は、インストール前にセットアップ画面から表示できます

ので、最初に必ずお読みください。 
 
●インストール用ＣＤ－ＲＯＭ 
  本製品のプログラム、および、以下の操作説明書は、  ＣＤ－ＲＯＭ  1枚  で提供されます。 
 
（１）Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７            操作説明書／導入編 
      本冊子です。最初に、お読みください。 
      インストール、セットアップ、システム構成等について説明しています。 
（２）Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７            操作説明書／解説編 
      操作方法がわからない場合、変換仕様、ＩＢＭ形式仕様などを知りたい場合に、 
      お読みください。 
（３）Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７            操作説明書／コマンド編 
      コマンドについて詳細に説明しています。 
      お客様のプログラムから利用する場合などに、お読みください。 
（４）Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７            操作説明書／マルチレコード編 
      マルチレコードレイアウトのファイルを変換する場合に、お読みください。 
（５）Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７            操作説明書／プログラム応用編 
      Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をアプリケーションから利用する場合に、お読みください。 
 
●ＩＢＭ形式サンプルフロッピーディスク（３．５インチ２ＨＤ – １．２Ｍバイト）１枚 

 

●使用許諾契約書 

 

●Ｆ＊ＴＲＡＮサポート・サービス 

 
◆注意  ----  ユーザ登録を行ってください。 
  本パッケージを購入されたお客様は、必ずユーザー登録を行ってください。登録が完了しない

と基本的にサポート・サービスを受けることができません。（詳細は「６．１ サポート・サー

ビスについて」をご参照下さい） 
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１．２  インストールモードの種類 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のインストールには大きく分けて２種類のインストール方法がありま

す。 
 

■標準インストールモード 
これは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７にて、はじめて導入されるお客様向けのインストール方法です。

インストールフォルダにはＦ＊ＴＲＡＮ２００７本体とテンプレートのみが置かれ、変更の可能

性がある設定ファイルやログなどはログインユーザー毎のローカルフォルダに置かれます。 
新規にインストールする場合には、このモードでインストールしてください。 
このインストール方法を使う場合は、旧バージョンとはインストールフォルダ構成が変更にな

りますので、ご利用のスクリプトファイルやバッチファイルへの修正が必要になります。 
 

■２００６互換インストールモード 
  これは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ１．０よりも前のバージョンが、既にインストールされた

コンピュータに、上書きでＦ＊ＴＲＡＮ２００７以降をインストールする場合等に便利なモード

です。全てのファイルがインストールフォルダに置かれます。ただし、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６の

「環境」の選択機能をご利用の方については、インストールウィザードによる自動処理だけで引

き継ぐことは出来ません。 
 
◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降は標準インストールモードのみ 
 ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降では無条件に標準インストールモードでインストールされま

す。２００６互換インストールモードは選択できません。 
 
◆参考  ----  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６の「環境」とは 
  「環境」とはＦ＊ＴＲＡＮ２００６から搭載された機能のことで、これを使うと、ユーザー毎

に保持する「環境群」内に複数のＣＣＴ、ＫＫＴファイルを一まとめにした「環境フォルダ」を

作成することが出来ます。旧バージョンで複数「環境フォルダ」の選択機能を使用している場合

は、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７への移行の際にご注意ください。 
 
◆注意  ----  インストールモードの変更の際には、一旦アンインストールする必要がある 
  二つのインストールモードは、一度、アンインストールしなければ、切り替えられません。あ

らかじめ、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を今後どう運用するのかなどを考慮した上でインストールモー

ドを選択してください。 
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１．３  インストールの前に 
 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をインストールする前に以下の注意文を必ず読んでください。 
 

◆注意１  --  Ｗｉｎｄｏｗｓ９ⅹ系ＯＳでは動作しない 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はＷｉｎｄｏｗｓ９５／９８／９８ＳＥ／Ｍｅ上では動作しません。詳

しくは『３．２ 動作ＯＳと動作環境』をご覧下さい。 
 

◆注意２  --  ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ、およびＳｅｒｖｅｒ系ＯＳでは動作しない 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はＷｉｎｄｏｗｓ ＮＴ Ｓｅｒｖｅｒ、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００Ｓｅｒ

ｖｅｒ、ＷｉｎｄｏｗｓＳｅｒｖｅｒ２００３などのサーバー系ＯＳでは動作しません。また、

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ Ｗｏｒｋｓｔａｔｉｏｎも動作しません。詳しくは『３．２ 動作機種と

ＯＳ』をご覧下さい。 
 

◆注意３  --  Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＨｏｍｅＥｄｉｔｉｏｎをサポ

ートしない 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０はＷｉｎｄｏｗｓ２０００、Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ Ｈｏｍｅ 
Ｅｄｉｔｉｏｎをサポートしていません。詳しくは『３．２ 動作機種とＯＳ』をご覧下さい。 
 

◆注意４  --  ６４ビット版ＯＳをサポートしない 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７はＩＰＦ版、及び、Ｘ６４版の、Ｗｉｎｄｏｗｓ製品全てをサポートし

ていません。詳しくは『３．２ 動作機種とＯＳ』をご覧下さい。 
 

◆注意５  --  スーパーディスクドライブをサポートしない 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６までサポートしていた松下電器産業製スーパーディスクドライブ「ＬＫ

－ＲＦ２４０ＵＺ」はサポート外となりました。詳しくは『３．２ 動作機種とＯＳ』をご覧下

さい。 
 

◆注意６  --  インストールには管理者（Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ）権限が必要 
  管理者（Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ）の資格のユーザーアカウントでログオンしてインスト

ールしてください。この資格のないユーザーアカウントでは、インストール出来ません。 
 
◆注意７  --  旧バージョンがインストールされたマシンへのインストールの場合は、インス 

トールに先だって設定のバックアップをとること 
  旧バージョンが既にインストールされている場合、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をインストールする

前に、必ずＣＣＴ、ＫＫＴファイルなどの設定ファイルはバックアップしてください。 
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◆注意８  --  旧バージョンがインストールされたマシンへのインストールの場合は、インスト 
ールに先だってアンインストールする事 

  旧バージョンが既にインストールされている場合、そのバージョンによってはＦ＊ＴＲＡＮ２

００７のインストーラ起動時に以下のアンインストールを求める画面が表示されてインスト

ーラが終了します。一旦、旧バージョンをアンインストールしてから、再度Ｆ＊ＴＲＡＮ２０

０７のインストーラを起動してください。 
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■ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブ（ＵＳＢ－ＦＤＤ）について 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、以下のロジテック社製ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブをサ

ポートしています。 
 

ＬＦＤ－Ａ１Ｕ／Ａ２Ｕ、ＬＦＤ－３１ＵＥ／Ｕ４ 
 
  ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブを使用する場合は、必ず、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のイ

ンストールを行なう前に、Ｗｉｎｄｏｗｓ環境においてドライブが認識されていることを確認し

てください。 
 
＜注意＞   
以前に、松下電器産業製スーパーディスクドライブで  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６、またはＦ＊Ｔ

ＲＡＮ２０００を使用していた場合は、つぎの手順でインストール作業を行なってください。 
 
  ①Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６、またはＦ＊ＴＲＡＮ２０００をアンインストールします。 
  ②パソコンを再起動します。 
  ③ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブをパソコンに接続し、Ｗｉｎｄｏｗｓの環境でドラ 
    イブが認識されていることを確認します。 
  ④Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をインストールする際に、フロッピードライバ選択で「ＵＳＢフロッ 

ピードライブ」を選択してインストールします。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６、Ｆ＊ＴＲＡＮ２０００のアンインストールの手順は、それぞれのマニ

ュアルを参照してください。 
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●ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブの制限事項 
 
（１）削除セクターの扱い 
  ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブにてＦ＊ＴＲＡＮ２００７を使用すると、フロッピー

の削除セクターが通常のセクターと同様に扱われます。通常、この相違が問題になることはあり

ませんが、例えば、ディスクコピーの時にＩＮＤＥＸ部の削除セクターは、通常のセクターとし

てコピーされるので、厳密なコピーではなくなります。 
 
（２）扱えるＩＢＭ形式フロッピー 
  ２ＨＤ－２５６のＩＢＭ形式フロッピーのみリード／ライト／フォーマットが可能です。２Ｈ

Ｄ－５１２、２ＨＤ－１０２４などのＩＢＭ形式フロッピーは利用できません。 
 
（３）ディスク装置の扱い 
  ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７から同時に複数台は使用で

きません。1 台のみで使用してください。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７がＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブにアクセスしているときに、

ＵＳＢケーブルを抜かないでください。 
  また、他のアプリケーションがアクセス中のＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブにＦ＊Ｔ

ＲＡＮ２００７が同時にアクセスするとエラーになります。  
 



第１章  インストール                                                                  

 8 

 

１．４  インストールの実行 
 
◆注意  ----  旧バージョンがインストールされている場合は手順が異なる 
新規にインストールする場合と、旧バージョンがインストールされている場合とでは手順が異

なる部分があります。旧バージョンがインストールされている場合のみに関係する手順には手順

番号に「★①」のように記してあります。新規にインストールする場合には「★」マークが付い

た手順は読み飛ばしてください。 
 

■インストール作業 
① OS を起動し、管理者（Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ）の資格のユーザアカウントでログ

オンします。 
 
② 提供ＣＤ－ＲＯＭをドライブにセットします。 

 
③ Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のインストールプログラムが自動で起動します。「F*TRAN2007 を

インストール(I)」を選択してください。 
（ＯＳの設定によっては自動で起動しない場合があります。その場合はＳｔａｒｔｕｐ．

ｅｘｅを起動させてください） 

 
◆参考  ----  ReadMe、導入編をご覧ください 
  上記画面から「Readme(R)」を選択すると、製品についての最新情報が記載されているReadme
が表示されます。また、「操作説明書／導入編を開く(M)」を選択すると導入編のマニュアルが

表示されます。 



                                                                 第１章  インストール 

 9 

 
 

初期画面から「F*TRAN2007 をインストール(I)」を選択すると下記画面が表示されます。 
 「次へ(N)>」を選択してください。 
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◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降ではユーザーアカウント制御画面が表示される 
 ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合はインストーラ起動時に以下のユーザーアカウント制

御による確認画面が表示されます（ＯＳの設定によっては表示されない場合もあります）。この

場合は「続行(C)」をクリックしてください。インストーラ処理が継続されます。「キャンセル」

をクリックするとインストーラが起動しません。 

 

 
 
④ 用許諾契約書に同意の上で次に進んでくさい。 

 



                                                                 第１章  インストール 

 11 

 
⑤ユーザー名(弊社へのユーザー登録者名)、会社名、パッケージ添付のシリアル番号を 
 入力してください。全ての項目を入力すると「次へ(N)>」ボタンが選択できるように 
なります。 

 
 
Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６、またはそれ以前のバージョンがインストールされている場合は手順⑥

へ、新規インストールの場合は手順⑫へ進みます。 

 
★⑥旧バージョンを削除するかどうかを選択します。削除しないで次へ進むことも出来ますが、 

その場合の正常動作は保証されません。 
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★⑦手順⑥で「旧バージョンをアンインストール(削除)する」にチェックを入れている場合に 

表示されます。既存のＣＣＴ、ＫＫＴファイルをバックアップするかの選択をして「次へ」 
をクリックしてアンインストールを実行します。 

 
 
◆注意  ----  既存のＣＣＴ、ＫＫＴファイルを残すことについて（その１） 
  手順⑦で、ＣＣＴ、ＫＫＴファイルを残すということは、あくまでバックアップを取るという

意味です。前バージョンの設定を引き継ぐという意味ではありません。 
 
 
◆注意  ----  既存のＣＣＴ、ＫＫＴファイルを残すことについて（その２） 
  手順⑦で、ＣＣＴ、ＫＫＴファイルをバックアップする処理が実行されますが、これはインス

トールフォルダ内のＣＣＴ、ＫＫＴファイルだけに留まります。もし、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６以

降にて導入された「環境」選択機能を使用しており、複数の「環境」にＣＣＴ、ＫＫＴファイル

が存在する場合は、それぞれの「環境」内のファイルを手動でバックアップする必要があります。 
 
⑧手順⑦で「次へ(N)>」をクリックするとアンインストールの確認画面が表示されます。 

「はい(Y)」をクリックしてください。 
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前バージョンをアンインストールするかどうかの確認メッセージが表示された後、旧バージョ

ンのアンインストーラが起動し、以下のダイアログが表示されます。 

 
 
◆注意  ----  旧バージョンアンインストールのメッセージについて 
上記画面は、旧バージョンのアンインストーラにより表示されています。「選択したアプリケ

ーション」とは、旧バージョンのＦ＊ＴＲＡＮのことを指しています。 
 
★⑨アンインストールが終了すると、パソコンの再起動を則す画面が表示されます。 
  インストールを継続するにはパソコンを再起動してください。再起動せずにインストールを 

継続した場合は、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７が正常に動作しない場合があります。 

 
 
★⑩手順⑨で「完了」をクリックすると、以下の画面が表示されます。「はい、今すぐコン 

ピュータを再起動します。」を選択していた場合、以下の画面で「OK」をクリックすると 
パソコンが再起動します。 
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◆注意  ----  アンインストール後は必ずパソコンを再起動する 
 旧バージョンをアンインストールした場合、インストールを継続する前に１度、パソコンを再

起動してください。再起動せずにインストールを継続しても、インストールは正常に終了します

が、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７が正常に動作しない場合があります。 
 
◆注意  ----  再起動後、インストールは自動的に継続しない 
 パソコンの再起動後、インストールは自動的に継続しません。再度、インストール用ＣＤ－Ｒ

ＯＭをパソコンにセットしてください。インストーラが起動します。ＣＤ－ＲＯＭをセットして

もインストーラが起動しない場合は、エクスプローラでＣＤ－ＲＯＭを開き、「Ｓｅｔｕｐ．ｅ

ｘｅ」をダブルクリックして起動してください。 
 
★⑪インストーラが起動すると、以下の画面が表示されます。「次へ(N)>」をクリックしてくだ 

さい。 
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 ⑫インストールモードを選択します。 

 
 
◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降は標準インストールモードのみ 
 ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降では無条件に標準インストールモードでインストールされま

す。従って、手順⑫の画面は表示されません。 
 
⑬セットアップタイプ選択します。基本的には「すべて」を選んでインストール 
するのが良いでしょう。 
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◆参考  ----  セットアップタイプについて 
  ２章では「セットアップ」について解説しますが、この「セットアップ」と、ここでの「セッ

トアップタイプ」とは互いに関係のない用語です。 
 
⑭セットアップタイプで「カスタム」を選択した場合、インストール先の選択後に表示される 
画面です。インストールしたいものを選択してください。ただし、「プログラム」のチェッ 
クは外せません。 
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⑮インストール先のフォルダを選びます。初期状態の指定のままインストールする 
ことをお勧めします。 

 
 
◆注意  ----  旧バージョンがインストールされている場合 
 Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６、またはそれ以前のバージョンがインストールされており、手順⑥でア

ンインストールを選択した場合で、２００６互換インストールモードを選択していると、インス

トール先は以前インストールされていたフォルダが選択されています。 
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⑯使用するパソコンの機種やドライブの種類により、インストールするフロッピードライバを 
選択します。 
※この画面はパソコンのＯＳにより選択肢が異なります。 

 
 ＜ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合＞ 

 
 
◆注意  ----  内蔵ＦＤＤでは動作が確認されたパソコンのみ動作可能 
 Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を内蔵フロッピーディスクドライブで使用する場合、パソコンの機種に

より、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７が動作しない機種があります。インストールする前にご利用予定の

パソコンでＦ＊ＴＲＡＮ２００７が動作するかどうかの確認をしてください。 
 弊社ホームページでは動作を確認するためのツールを提供していますので、ご利用ください。 
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 ＜ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合＞ 

 
 
◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降では内蔵は選択不可 
 ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降にインストールする場合、「ＰＣ内蔵フロッピードライブ」は

選択できません。ＵＳＢフロッピードライブを使用してください。 
 
※サポート機種の最新情報は弊社ホームページをご覧ください。 

 
 
 
◆ＦＭＶ用フロッピードライバについて 
  ＦＭＶ用フロッピードライバは、富士通株式会社が著作権を保有しています。 
  （Copyright© FUJITSU LIMITED 1994-2002. All Rights Reserved） 
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◆注意  ----  旧バージョンがインストールされている場合 
手順⑦で「既存の変換設定ファイルと漢字対応表ファイルをバックアップする」を選択してい

た場合、バックアップしたファイルをインストールフォルダに移行するかどうかの選択が可能で

す。以下の画面の指示に従って、引き継ぐかどうかを選択してください。 
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⑰ここまでで全ての準備が完了しました。「インストール」をクリックしてください。 

 
 
 
  インストール中は以下の画面が表示されます。 
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◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合 
ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合は、「ハードウェアのインストール」ダイアログが表示されます。

「続行(C)」をクリックしてください。インストールが継続します。 
 「インストールの停止(S)」をクリックした場合、ドライバがインストールされず、Ｆ＊ＴＲ

ＡＮ２００７が正常に動作しませんのでご注意ください。 
 

 
 
 また、USB フロッピードライブを選択した場合は以下の画面が表示される場合があります。

同じく「続行(C)」をクリックしてください。 
 

 
 
なお、誤って「インストールの停止(S)」をクリックした場合、再度、インストールＣＤ－ＲＯ

Ｍから「Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ」を起動して、最初からインストールを行ってください。 
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◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合 
ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合、以下のような画面が表示される場合があります。「こ

のドライバソフトウェアをインストールします(I)」を選択してください。 
 「このドライバソフトウェアをインストールしません(D)」を選択した場合、ドライバがイン

ストールされず、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７が正常に動作しませんのでご注意ください。 
 

 

 
なお、誤って「このドライバソフトウェアをインストールしません(D)」を選択した場合、再度、

インストールＣＤ－ＲＯＭから「Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ」を起動して、最初からインストールを行

ってください。 
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⑱インストールが完了すると、パソコンの再起動を則す画面が表示されます。「はい、今すぐ

コンピュータを再起動します。」を選択して「完了」をクリックすると自動的にパソコンが再起

動します。今は再起動できない時には「いいえ、後でコンピュータを再起動します。」を選択し

て「完了」をクリックしてください。インストーラが終了します。 

 
 
 
◆注意  ----  インストール後は必ずパソコンの再起動が必要 
インストールを完了する為にはインストール終了後にパソコンを再起動する必要があります。

再起動しないとＦ＊ＴＲＡＮ２００７が正常に動作しませんのでご注意ください。 
 
 



                                                                 第１章  インストール 

 25 

 

■問い合わせに備えて 
 
  インストール時に設定した情報は、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のヘルプのバージョン情報ウインド

ウに表示されます。 

 
 
  これらは、後日の問い合わせのときに必要になります。さらに購入元、購入担当者名、購入年

月日がわかる場合は、これらの情報も併せて、お控え下さい。 
 

■Ｒｅａｄ Ｍｅファイル 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のインストール後のディレクトリには、本書を補う事柄が書かれたテキ

ストファイル  ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ  というファイルがあります。これは、必ずお読みくださ

い。 
 

■ＰＤＦマニュアル 

 
  セットアップタイプの指定でカスタムを選択してオンラインマニュアルをインストールして

いない場合を除き、スタートメニューより、プログラム（Ｐ）→Ｆ－ＴＲＡＮ２００７→マニュ

アル（コマンド編／解説編／導入編／マルチレコード編／プログラム応用編）を選択すると、Ｐ

ＤＦマニュアルが見られます。 
  ＰＤＦマニュアルはすべて、「Ａｃｒｏｂａｔ  Ｒｅａｄｅｒ」などのＰＤＦビューワで表示

してください。 
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１．５  メンテナンスの実行 

 
メンテナンスは、既にインストールされているＦ＊ＴＲＡＮ２００７に対してモジュールの破

損の修正、および機能の追加・変更を行うためのものです。 
以下の手順に沿って進めてください。 

 
①Ｗｉｎｄｏｗｓの「コントロールパネル」の「プログラムの追加と削除」を開きます。 

 (「プログラムの追加と削除」の名前はＯＳにより異なります) 

 
※この画面はＯＳにより異なります。 

 
 
◆参考  ----  ＣＤ－ＲＯＭからの実行も可能 
 既にＦ＊ＴＲＡＮ２００７がインストールされているパソコンに、製品ＣＤ－ＲＯＭをセット

するとメンテナンスモードでインストーラが実行されます。 
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②Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を選択し「変更」をクリックします。以下の画面が表示されたら、 
各オプションを選択して「次へ」をクリックします。 

 
 
 
◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降ではユーザーアカウント制御画面が表示される 
 ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合は以下のユーザーアカウント制御による確認画面が表

示されます（ＯＳの設定によっては表示されない場合もあります）。この場合は「続行(C)」をク

リックしてください。処理が継続されます。 
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■変更を選んだ場合 
 
①チェックを入れたものがインストールされます。また、チェックを外して次へ進むと、 
既にインストールされていた機能がアンインストールされます。 

 
 
②インストールするフロップードライバを選択します。「ドライバインストール状況」は、 
現在インストールされているドライバの情報が表示され、そのドライバが選択された状態 
になっています。「次へ(N)>」をクリックするとインストールが開始されます。 
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③完了まで待ちます。 

 
 
 以下の画面が表示されたら、製品ＣＤ－ＲＯＭをセットして「OK」をクリックしてください。 

 
 
 途中で警告画面が表示された場合は、本書２２ページを参照してください。 
 



第１章  インストール                                                                  

 30 

 
④完了です。以下の画面の場合はパソコンの再起動後に変更したＦ＊ＴＲＡＮ２００７が使用 

可能になります。 

 
 

 以下の画面の場合は再起動の必要はありません。そのままＦ＊ＴＲＡＮ２００７が使用 

可能です。 
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■修正を選んだ場合 
 
①� のまま進捗画面が表示されるので、完了まで待ちます。 

 
 
 途中で警告画面が表示された場合は、本書２２ページを参照してください。 
 
②完了です。以下の画面の場合はパソコンの再起動後に変更したＦ＊ＴＲＡＮ２００７が使用 
可能になります。 
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■削除を選んだ場合 
 
①削除の確認画面が表示されます。「はい(Y)」をクリックしてください。 

 
②進行状況が表示されます。処理が終わるのを待ちます。 
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③完了です。以下の画面が表示されますのでパソコンを再起動してください。 

 
 

 
◆注意  ----  インストールモードの変更はアンインストールしなければ変えられない 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７における二つのインストールモードは、「変更」や「修正」では切り替

えられません。一度、アンインストールした後、再インストールしてください。 
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１．６  アンインストールの実行 

 
  ハードディスクにインストールした、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をアンインストール（削除）する

場合は、つぎの方法で実行してください。 
 
●アンインストールプログラムを実行する 
 
①Ｗｉｎｄｏｗｓの「コントロールパネル」の「プログラムの追加と削除」を開きます。 

 
※この画面はＯＳにより異なります。 

 
 
②Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を選択し「削除」をクリックします。以下の削除の確認画面が表示 
されます。「はい(Y)」をクリックしてください。 
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◆注意  ----  ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａではユーザーアカウント制御画面が表示される 
 ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａの場合は以下のユーザーアカウント制御による確認画面が表示さ

れます（ＯＳの設定によっては表示されない場合もあります）。この場合は「続行(C)」をクリッ

クしてください。処理が継続されます。 

 
 
 
③進行状況が表示されます。処理が終わるのを待ちます。 
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③完了です。以下の画面が表示されますのでパソコンを再起動してください。 

 
 
 
注意  ----  標準インストールモードのアンインストールでは、データフォルダが削除されない 
標準インストールモードの場合は、各ユーザーデータフォルダが削除されません。ＣＣＴ、Ｋ

ＫＴファイルは残るため、バックアップする手間はかかりませんが、消去したい場合は、手動で

Ｆ＊ＴＲＡＮを利用した人数分のユーザデータフォルダの削除が必要です。 
 
 
注意  ----  標準インストールモードのアンインストールでは、アプリケーションデータフォル

ダが削除されない 
標準インストールモードの場合は、各アプリケーションデータフォルダ配下の「FTRAN－

FD」フォルダが削除されません。ここには、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の起動に必要な情報が格納

されています。全く新規にＦ＊ＴＲＡＮ２００７をインストールしたい場合は手動で削除する必

要があります。格納場所は以下の通りです。 
＜ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合＞ 
「%USERPROFILE%Application Data¥FTRAN-FD¥」 

 
＜ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合＞ 
「%USERPROFILE%AppData¥Roaming¥FTRAN-FD¥」 
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１．７  フォルダ構成 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のフォルダ構成はインストール時に選択したインストールモードによ

り大きく異なります。 
Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６、またはそれ以前のバージョンを使用していた場合で、以前の設定を移

行する場合には、それぞれの製品のフォルダ構成を比較して、必要なファイルを移動するなどの

処置が必要になります。 
 
●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の設定ファイル 
 
Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では以下のファイルに各種設定が格納されています。 

 
（ａ）コード変換表ファイル（拡張子“．ＣＣＴ”） 

各社ホストコード別に変換に係わる文字コードの情報、使用するＩＢＭ形式フロッピーの

形式、使用する漢字対応表のファイル名などが格納されています。 
設定内容は、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の変換設定画面で確認できて、変更も可能です。新規

に作成することもできます。 
 

（ｂ）漢字対応表ファイル（拡張子“．ＫＫＴ”） 

ホストコードとＷｉｎｄｏｗｓコードとの対応関係が格納されています。漢字対応表エデ

ィタを使用して、登録内容の確認・編集ができます。新規に作成することもできます。 
 

（ｃ）ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩ（ファイル名固定） 

変換時に使用するコード変換表ファイルのファイル名が格納されています。どのファイル

が選ばれているかは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のホスト選択で確認ができて、変更も可能で

す。コマンドで実行する場合にオプションでコード変換表ファイルを指定した場合にはオ

プションでの指定が優先されます。 
また、スクリプトファイルをダブルクリックした場合に、変換を実行するのか、スクリプ

トファイルを編集モードで開くのかの指定も格納されています。 
 

（ｄ）ＥＮＶ．ＩＮＩ（ファイル名固定） 

各種設定ファイルが格納されている「環境群フォルダ」のパス名や、使用する「環境名」、

ユーザーデータフォルダのパス名などが格納されています。「環境」に関する情報は、Ｆ＊

ＴＲＡＮ２００７の環境設定画面で確認ができ、変更も可能です。また、コマンドで実行

する場合にオプションで「環境名」を指定した場合にはオプションでの指定が優先されま

す。 
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注意  ----  Ｆ＊ＴＲＡＮ２０００、およびそれ以前のバージョンでは“ＦＴＲＡＮ．ＩＮＩ”、 

“ＥＮＶ．ＩＮＩ”はない 
「環境」機能が導入されたＦ＊ＴＲＡＮ２００６より前のバージョンでは“ＦＴＲＡＮ．ＩＮ

Ｉ”，“ＥＮＶ．ＩＮＩ”ファイルはありません。そのかわり、デフォルトのコード変換表ファイ

ルのファイル名が“ＦＴ．ＳＹＳ”に格納されていました。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６以降のバージ

ョンでも“ＦＴ．ＳＹＳ”ファイルは存在しますが、コード変換表ファイル名の格納場所として

は使用されていません。 
 
注意  ----  “ＥＮＶ．ＩＮＩ”は移行対象ファイルではない 
 Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６から設定を移行する場合、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６で使用されていた“Ｅ

ＮＶ．ＩＮＩ”ファイルを直接、移行しないでください。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では“ＥＮＶ．

ＩＮＩ”ファイルに、ユーザーデータフォルダのパス名が格納されていますが、この情報はＦ＊

ＴＲＡＮ２００６の“ＥＮＶ．ＩＮＩ”には格納されていません。 
 Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をインストールし、最初に起動した時に“ＥＮＶ．ＩＮＩ”ファイルは

自動的に作成されます。 
 
 
 （ａ）～（ｄ）以外に、以下のファイルにも設定情報が格納されています。これらのファイル

は、ユーザーが作成しない限り存在しないファイルです。 
 
（ｅ）スクリプトファイル（拡張子“．ＦＴ５”） 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の画面にある「ファイルメニュー」から「名前を付けて保存」で作

成されるファイルです。画面で設定した全ての情報が格納されています。ただし、コード

変換表ファイル、漢字対応表ファイルに格納されている情報は、どのコード変換表ファイ

ルを使用するかという情報のみが格納されています。 
スクリプトファイルの詳細は「操作説明書／解説編」を参照してください。 
 

（ｆ）パラメータファイル（拡張子“．Ｐ”） 

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７に与えるオプションなどのパラメータの全部、もしくは一部が記述

可能なファイルです。コマンドで実行する場合などにオプションとして指定して使用しま

す。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の画面から「マップ設定」→「詳細設定」と開き、「ファイルメ

ニュー」で保存を選択することでも作成できます。ただし、その場合に保存される内容は

マップ設定のみです。 
パラメータファイルの詳細は「操作説明書／コマンド編」を参照してください。 
 

（ｇ）バッチファイル（拡張子“．ＢＡＴ”） 

ＭＳ－ＤＯＳやＷｉｎｄｏｗｓで複数の処理をまとめて行う(バッチ処理)ときに使われる、

起動するプログラムを順に列挙したファイルのことです。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７をコマン

ドで実行する場合に、便利な機能です。 
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注意  ----  パス名の変更が必要な場合がある 
 （ｅ）～（ｇ）のファイルには、パス名が記述されている可能性があります。移行に際してフ

ォルダ構成が変更になった場合で、これらのファイルを引き続き使用する場合は、パス名の変更

が必要になる場合があります。 
 
 
注意  ----  「環境」を使用している場合は移行に注意が必要 
 Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６から導入された「環境」機能を使用している場合、各種設定ファイルが

「環境フォルダ」に存在している場合があります。移行に際しては「環境フォルダ」に格納され

ているファイルも対象とする必要があります。 
「環境名」はコマンドのオプションで指定されている可能性があります。また、スクリプトフ

ァイルには「環境名」が格納されています。「環境フォルダ」を移行した場合で、移行前と場所

が変更になった場合、バッチファイルやスクリプトファイルの修正が必要になる場合があります。 
 
 
●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のフォルダ構成【標準インストールモード】 
 
◆プログラムファイル（デフォルトフォルダにインストールした場合） 
\Program Files\FujitsuBSC\FTRAN2007\  
  インストールルート。 

ft.exe、kktedit.exe、および変更不可能な設定ファイルなどが格納さ

れています。 
   
 Templates\ 各設定のテンプレートが格納されています。ログオンユーザーが

F*TRAN2007を最初に起動したときは、ここから各設定がユーザーデー

タフォルダにコピーされます。 
   

    
  CCT\ コード変換表ファイルのテンプレート格納フォルダ。 
    
  KKT\ 漢字対応表フィルのテンプレート格納フォルダ。 
    
  INI\ INIファイルのテンプレート格納フォルダ。 

    
  LOG\ ログファイルのテンプレート格納フォルダ。 
    
 Manuals\ 操作説明書の PDFファイルが格納されているフォルダ。 

    
 Samples\ 各種サンプルファイルが格納されているフォルダ。 
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◆設定ファイル 
%USERPROFILE%My Documents\FTRAN-FD\ (*1)  
  ユーザーデータフォルダルート。 

ログオンユーザー毎の設定ファイルなどが格納されています。 
   
 EnvGroup\ 環境群フォルダ。 
    
  Env\ 環境フォルダ。FTRAN.INIはこの直下に置かれます。 

     
   CCT\ コード変換表ファイル格納フォルダ。 
     
   KKT\ 漢字対応表フィル格納フォルダ。 
    
 Log\ ログファイル格納フォルダ。 
    
 Conf\ 初期状態では空。 
    
 Data\ 初期状態では空。 

 
%USERPROFILE%Application Data\FTRAN-FD\ (*2)  

           env.iniファイルが格納されています。 

 
(*1) ＯＳがＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合は以下の所となります。 

「%USERPROFILE%Documents\FTRAN-FD\」 

 
(*2) ＯＳがＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降の場合は以下の所となります。 

「%USERPROFILE%AppData\Roaming\FTRAN-FD\」 

 
注意  ----  ユーザーデータフォルダは初回起動時に作成される 
「設定ファイル」として説明されているユーザーデータフォルダ、およびアプリケーションデ

ータフォルダは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の初回起動時に初めて作成されます。インストール時に

は作成されません。 
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●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のフォルダ構成【２００６互換インストールモード】 
 
\Program Files\FujitsuBSC\FTRAN2007\  
  インストールルート。 

ft.exe、およびすべてのファイルが格納されています。 

※デフォルトフォルダにインストールした場合 
   
 TABLES\ 各設定のテンプレートが格納されています。 
   
  CCT\ コード変換表ファイルのテンプレート格納フォルダ。 
    
  KKT\ 漢字対応表フィルのテンプレート格納フォルダ。 

 
注意  ----  ２００６互換モードではユーザーデータフォルダは作成されない 
「TABLES」フォルダには、初期状態のコード変換表ファイル、および漢字対応表ファイルが格

納されていますが、標準インストールモードとは違い、ユーザーデータフォルダが作成されない

ため、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の初回起動時に、このフォルダから設定ファイルはコピーされませ

ん。インストール後にインストールルートには「TABLES」フォルダとは別に全ての設定ファイル

がインストールされています。また、アプリケーションデータフォルダも作成されません。 

 
 ２００６互換インストールモードの場合、初期状態では上記インストールルートが「環境群フ

ォルダ」となっています。また、「環境フォルダ」は環境群フォルダ直下となっています。 
 
●Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６、およびそれ以前のバージョンのフォルダ構成 
 
\FTRAN2006\ (*1)  

           インストールルート。 

           ft.exe、およびすべてのファイルが格納されています。 

           ※デフォルトフォルダにインストールした場合。 

 
(*1) Ｆ＊ＴＲＡＮの製品により、デフォルトフォルダ名が異なります。 

 
 「環境」を導入したＦ＊ＴＲＡＮ２００６の場合、初期状態では上記インストールルートが「環

境群フォルダ」となっています。また、「環境フォルダ」は環境群フォルダ直下となっています。 
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                       ２．１  セットアップとは 

 
  インストールが終わりましたら、次の作業は「セットアップ」です。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７で

いうセットアップとは、コード変換表ファイルを選択・修正して、利用者ごとの運用形態に合わ

せる作業のことです。 
 
●セットアップは何度でもできます 
  セットアップは、ふつうインストール直後に１回だけ行ないます。しかし、何度やり直しをし

てもかまいません。運用形態が変わったり、相手ホストがかわったりしたときに、よくセットア

ップのやり直しが必要になります。 
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                       ２．２  コード変換表とは 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の動作を決める重要なファイルである、コード変換表（ファイル）につ

いて説明します。 
 
●コード変換表（ファイル）とは 
  コード変換表とは、ＡＮＫコードや漢字変換方式の設定、ＥＢＣＤＩＣ変換に使うＡＮＫ変換

表などが記録されている、拡張子が“．ＣＣＴ”のファイルのことです。 
 
  コード変換表ファイルというときと、単にコード変換表というときがあります。コード変換表

ファイルというときは、メモリに読み込まれる前のディスク上のコード変換表を指します。単に

コード変換表というときは、ディスク上にあるときの状態とメモリに読み込まれた状態の総称で

す。 
 
  通常、コード変換表ファイルは、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７の起動時に指定のディレクトリからメ

モリに読み込まれます。Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は起動時に読み込んだコード変換表を参照してＡ

ＮＫ変換、漢字変換、数値変換などを行ないます。これがないと、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は動作

を決めることができません。そのため、 
 
      コード変換表ファイルが見つからないとＦ＊ＴＲＡＮ２００７は起動すらできない 
 
  という制約があります。 
  出荷時にはつぎのコード変換表が提供されています。 
 
    Ｆ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴ    標準のコード変換表 
    Ｆ．ＣＣＴ              富士通方式用のコード変換表（Ｆ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴと同様） 
    Ｈ．ＣＣＴ              日立方式用のコード変換表 
    Ｎ．ＣＣＴ              ＮＥＣ方式漢字変換用のコード変換表 
    ＮＡ．ＣＣＴ            ＮＥＣ方式ＡＮＫ変換用のコード変換表 
    Ｔ．ＣＣＴ              東芝方式用のコード変換表 
    Ｉ．ＣＣＴ              ＩＢＭ方式用のコード変換表（旧Ｆ＊ＴＲＡＮ版） 
    Ｉ２．ＣＣＴ            ＩＢＭ方式用のコード変換表（ＩＢＭ正式版） 
    ＩＯＲＧ．ＣＣＴ        ＩＢＭ方式用のコード変換表（Ｉ．ＣＣＴ復元用） 
    Ｍ．ＣＣＴ              三菱方式用のコード変換表 
    Ｕ．ＣＣＴ              日本ユニシス方式用のコード変換表 
 
  ふつうは、この中からホストのタイプに合ったコード変換表を選択し、自社用にセットアップ

して使います。なお、利用者がさらに別のコード変換表を作って使うこともできます。 
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                ２．３  コード変換表の出荷時設定 

 
  標準提供のコード変換表ファイル９つについて、出荷時の設定がどのようになっているか説明

します。 
 
●コード変換表の出荷時設定 
 
  Ｆ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴ 
  標準のコード変換表ファイルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          富士通ＪＥＦ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「標準設定」 
 
 
  Ｆ．ＣＣＴ 
  富士通のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファ

イルです。出荷時の設定は、上のＦ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴとほぼ同じです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          富士通ＪＥＦ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「富士通方式用」 
 
 
  Ｈ．ＣＣＴ 
  日立のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイ

ルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          日立ＫＥＩＳ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    ブロック配置モード    日立モード（ブロックはトラック境界をまたがない） 
    コメント              「日立方式用」 
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  Ｎ．ＣＣＴ 
  ＮＥＣ方式の漢字変換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイルです。

ＮＥＣ内部コード（Ｅ）を扱うときは、このコード変換表をお使いください。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ）方式 
                          （ほか、９種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ＮＥＣ方式。ただし英小文字は英大文字に変換する 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「ＮＥＣ方式漢字変換用」 
 
 
  ＮＡ．ＣＣＴ 
  ＮＥＣ方式のＡＮＫ変換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイルです。

漢字変換もできますが、ＮＥＣ内部コード（Ｅ）には対応していないのでご注意ください。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
                          変更しないでください 
    漢字変換方式          ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ）方式。英小文字が有効 
                          ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｊ）、 
                          ＮＥＣ内部コード（Ｊ）も登録ずみ 
                          （ほか、４種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ＮＥＣ方式。修正しないでください 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「ＮＥＣ方式ＡＮＫ変換用」 
 
 
  Ｔ．ＣＣＴ 
  東芝のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイ

ルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          東芝方式（漢字コードはＪＩＳ） 
                          （ほか、４種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          あるが、使わない 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「東芝方式用」 
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  Ｉ．ＣＣＴ ／ Ｉ２．ＣＣＴ ／ ＩＯＲＧ．ＣＣＴ 
  ＩＢＭのシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファ

イルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          ＩＢＭ漢字方式（ほか、４種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「ＩＢＭ方式用」 
 
  Ｉ．ＣＣＴはＦ＊ＴＲＡＮ９８、Ｆ＊ＴＲＡＮ／ＮＴに添付されていたＩＢＭホスト用のコー

ド変換表ファイルです。Ｉ２．ＣＣＴはＩ．ＣＣＴのＡＮＫ変換表をＩＢＭ社の正しい規格に改

訂したものです。Ｉ．ＣＣＴのカタカナ版では、英小文字は英大文字に変換します。 
  ＩＯＲＧ．ＣＣＴはＩ．ＣＣＴと同じ内容ですが、Ｉ．ＣＣＴに変更を加えた場合に、元の設

定に戻せるように用意したバックアップファイルです。 
 
  Ｍ．ＣＣＴ 
  三菱のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイ

ルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          三菱ＭＥＬＣＯＭ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「三菱方式用」 
 
 
  Ｕ．ＣＣＴ 
  日本ユニシスのシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換

表ファイルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    漢字変換方式          日本ユニシスＬＥＴＳ－Ｊ方式 
                          （ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    ブロック配置モード    一般モード（ブロックがトラック境界をまたぐ） 
    コメント              「日本ユニシス方式用」 
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                     ２．４  セットアップの手順 

 
●セットアップの手順 
  セットアップ作業は、つぎの手順で行ないます。 
 
（１．Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を起動する。） 
  ２．設定メニューの「ホスト選択」を行なう。 
      出荷時のデフォルト（標準設定）、または、既に選択した設定でよければ、 
      「ホスト選択」をする必要はありません。 
  ３．設定メニューの「変換設定」を行なう。 
      提供時の設定で問題なければ、変更する必要はありません。 
      以下の項目を環境に合うように設定・確認してください。 
        ①コメント／ホストのタイプの設定 
        ②漢字変換方式の設定 
        ③漢字対応表の設定 
        ④Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬベンダの設定 
        ⑤ＩＢＭディスク形式の設定 
        ⑥ホストエンディアンの設定 
        ⑦ブロック配置モードの設定 
        ⑧ＡＮＫコードの設定 
        ⑨ＡＮＫ変換表の編集 
  ４．コード変換表の保存 
      設定が完了したら、コード変換表をハードディスクに保存してください。 
      （保存しないで、試行することも可能です。） 
（５．Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を終了する。） 
 
  以上です。 
 
 
  スタートメニューより、プログラム（Ｐ）→Ｆ－ＴＲＡＮ２００７をクリックして、Ｆ＊ＴＲ

ＡＮ２００７を起動してください。 
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                            ２．５  ホスト選択 

 
  最初に、メニューバーの設定（Ｓ）→ホスト選択（Ｈ）をクリックし、つぎのウインドウを開

きます。ここで、基準となるホストを選択します。 
 

 
  ③ ①                      ②     ④         ⑤ 

 
①選択できるホストのタイプが表示されるエリアです。 
  使用しているホストに合った項目をクリックして選択します。 
②実際に設定されているコード変換表ファイル名が表示されるエリアです。 
③選択したホストの情報を保存するためのチェックボックスです。 
  次回にＦ＊ＴＲＡＮ２００７を起動した時に、選択したホストを基準にする場合は、ＯＮに 
  します。一時的にホストを変更する場合は、ＯＦＦにします。デフォルトは、ＯＮです。 
  セットアップでは、ＯＮのままにします。 
④①の選択が完了した状態でＯＫボタンをクリックすると、基準となるホストが確定します。 
⑤キャンセルボタンをクリックすると、ホスト選択を中止します。 
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                             ２．６  変換設定 

 
  つぎに、メニューバーの設定（Ｓ）→変換設定（Ｓ）をクリックし、つぎのウインドウを開き

ます。ここで、コード変換に関する設定等をします。 
 
                       ⑥        ①  ②    ⑤    ③     ④  ⑦ 

  
                    ⑧ ⑨⑩ ⑪ ⑫  ⑯  ⑰  ⑬⑭ ⑮  ⑱         ⑲ 

 
①読み込まれているコード変換表のファイル名が表示されています。 
②コメントの変更ができます。 
  コード変換表は、漢字２０文字（半角４０文字）以内のコメントをつけることができます。 

③漢字変換方式の選択項目です。どの漢字変換方式を使うかを割り当てます。 
④漢字変換方式の設定変更ボタンです。漢字変換方式の設定内容を細かに変更できます。 
⑤漢字変換時に使われる漢字対応表を選択することができます。 
⑥選択されている漢字対応表を有効にするチェックボックスです。 
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⑦漢字対応表エディタを起動するボタンです。漢字対応表の修正ができます。 
⑧Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのベンダを選択します。 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式データを変換する時に重要になります。 
⑨ＩＢＭディスクの形式（一般、三菱）を選択します。 
  一般と三菱の両方を扱う場合、優先順位をつけてアクセスさせる指定もできます。 
⑩ホストエンディアン（ホストの２進項目のデータ格納順）を選択します。 
⑪ブロック配置モードの選択項目です。日立形式（ＩＢＭ形式の日立版）に対応するために、 
  ブロックの配置方法を切り替えることができます。 
⑫ＡＮＫコードの選択項目です。ホスト系が、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ系か、ＥＢＣＤＩＣ系か 
  を設定します。ＥＢＣＤＩＣ系の場合、カタカナ版か英小文字版の選択をします。 
⑬ホスト種別を選択します。ＩＢＭのオフコン「eServer i5」「eServer iSeries」「AS/400」のど 
  れかであるか、その他の一般的なホストであるかを設定します。 
⑭マップ解析の機能をＯＮ／ＯＦＦするチェックボックスです。デフォルトは、ＯＦＦです。 
  詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 
⑮ＣＯＢＯＬのＣｏｐｙ句を読み込むときの設定を行うウインドウが開きます。 
  詳細は、マルチレコード編のマニュアルを参照してください。 
⑯ＡＮＫ変換表の編集ボタンです。 
  ６つのＡＮＫ変換表（１バイト単位のコード変換表）の表示・修正ができます。 
⑰コード変換表の書き込み（保存）を行ない、変換設定のウインドウを閉じます。 
  修正したコード変換表を元のファイルに書き戻したり、 
  別の名前のコード変換表としてディスクに書き込んだりします。 
⑱ＯＫボタンをクリックすると、修正した変換設定が有効になります。ただし、 
  あくまでメモリ上の変更であり、コード変換表ファイルに書き込まれるわけではありません。 
⑲キャンセルボタンをクリックすると、修正した変換設定を無効にし、 
  変換設定のウインドウを閉じます。 
 
 

■コメント／ホストのタイプの設定 
  コード変換表にはコメント／ホストのタイプをつけておくことができます。セットアップ内容

を反映したコメントをつけておくと、安全な操作が期待できます。 
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■漢字変換方式の設定 
  漢字を扱うなら、必ず、この設定をしなければいけません。 
  ホストの漢字コード体系は各社各様で、統一された方式はありません。そのため、利用者は、

Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７に、どの方式で漢字変換を行なうかを教えなければいけません。コード変

換表には、あらかじめ数種類の漢字変換方式が登録されています。そのなかから、適するものを

選択してください。 
 
●適する漢字変換方式がないとき 
  適する漢字変換方式がないときは、新規作成を選択し、似た設定のものを参照してアレンジし、

自分で新しい漢字変換方式を登録する必要があります。 
 
●漢字変換方式の詳細設定 
  適する漢字変換方式（または新規作成）を選択したら、詳細設定（Ｄ）ボタンをクリックして、

設定の詳細を確認します。 
 

 
 
  必要であれば、変更します。設定変更の操作自体は簡単ですが、その意味・内容はわかりにく

いものです。操作説明書・解説編の５．１７「変換設定」の説明を読んでから、変更を行なって

ください。 
  変更の必要がないなら、キャンセルボタンをクリックしてください。 
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■漢字対応表の設定 
  漢字変換時に使われる漢字対応表を設定します。漢字体系に合った漢字対応表を選択し、有効

のチェックボックスをＯＮにします。通常は、ホスト選択をした時点で、そのホストに対応した

漢字対応表が設定されていますので、変更する必要はありません。 
 

■Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬベンダの設定 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式データを変換する場合は、この設定を行ないます。

つぎの７種類から選択できます。選択しないこともできます。 
 
      富士通              Ｐｏｗｅｒ  ＣＯＢＯＬ９７（８５） 
      日立                ＣＯＢＯＬ８５ 
      ＮＥＣ              ＣＯＢＯＬ８５ 
      マイクロフォーカス  Ｎｅｔ  Ｅｘｐｒｅｓｓ （ＭＩＣＲＯ  ＦＯＣＵＳ  ＣＯＢＯＬ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ      ＡＣＵＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃａ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ      ＡＣＵＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｉ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ      ＡＣＵＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｍ） 
 

■ＩＢＭディスク形式の設定 
  ＩＢＭディスク形式の設定を、つぎの４つの中から選択できます。 
 
      一般のＩＢＭディスク 
      一般のＩＢＭディスク、三菱のＩＢＭディスクの順でアクセス 
      三菱のＩＢＭディスク、一般のＩＢＭディスクの順でアクセス 
      三菱のＩＢＭディスク 
 

■ホストエンディアンの設定 
  ２進形式データを変換する場合は、この設定を行ないます。ホスト２進形式のエンディアン（格

納順）をつぎのどちらかに設定します。 
 
      ビッグ（正順） 
      リトル（逆順） 
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■ＡＮＫコードの設定 
  ＡＮＫコードの設定とは、ホストの（ＩＢＭファイルの）ＡＮＫコード系として、 
 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）コード 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコード 
 
  のどれかが使われているかを設定することです。より正確には、データ交換の相手システムが

ＥＢＣＤＩＣコードを基本とするシステムか、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコードを基本とするシステ

ムかを設定することです。ＡＮＫコードの設定は、 
 
      ＡＮＫ文字の変換（Ａｎｋ変換） 
 
  だけでなく、 
 
      スペースコードの決定 
      ゾーン形式の数値項目の変換 
      パック形式の数値項目の変換 
 
  などにも影響します。とても重要な設定であることを忘れないでください。 
 
      大部分のホストは、ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）コードを採用 
 
  しています。 
 
◆参考．．． 
  ＥＢＣＤＩＣは「エビシディック」と、少しなまって読みます。 
  ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩは「ジスハチ／アスキー」です。 
  また、ＡＮＫは「アンク」です。 
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■ブロック配置モードの設定 
  ＩＢＭファイルのブロックの配置方式には、ふつうのＩＢＭ形式の「一般モード」と、日立の

ＩＢＭ形式の「日立モード」があります。それをＦ＊ＴＲＡＮ２００７では「ブロック配置モー

ド」と呼んでいます。 
 
●一般モードと日立モードの違い 
  日立のＩＢＭ形式は一般のＩＢＭ形式と異なり、ファイル／ブロックの配置の仕方に 
 
      ＢＯＥ（領域開始アドレス）は常にトラック境界（セクタ０１）にする 
      ブロックが、２つのトラックにまたがることがないようにする 
 
  という条件を課しています。システムによっては、さらに、 
 
      ＥＯＥ（領域終了アドレス）をトラック境界にする 
 
  という条件もつけています。 
  このため、ブロック長が大きいとトラック末尾に空きセクタができることがあります。そして、

空きセクタができるとほかのメーカー・システムのＩＢＭ形式と互換性がなくなります。 
  一般モードと日立モードの違いを図にしてみます。条件は、 
      ①２ＨＤ－２５６、２６セクタ／トラックのフロッピーディスクを使用 
      ②ブロック長は２０４８バイト 
  とします。 
 
                                                                  □＝１セクタ 
  一般モード                              トラック 
              ＃０  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□ 
                      ブロック１        ブロック２        ブロック３        ブ 
              ＃１  □□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□ 
                    ロック４        ブロック５        ブロック６        ブロック７ 
  日立モード                              トラック 
              ＃０  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□ 
                      ブロック１        ブロック２        ブロック３      空き 
              ＃１  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□□□□□□□  □□ 
                      ブロック４        ブロック５        ブロック６      空き 
 
  「ブロック配置モード」を「日立モード」に設定すると、ブロック長が大きくて空きセクタが

できるときでも、問題なく日立のＩＢＭ形式のファイルを読み書きできるようになります。 
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■ホスト種別の設定 
  ＩＢＭのオフコン「eServer i5」「eServer iSeries」「AS/400」の場合、搭載ＣＯＢＯＬ言語の

パック形式の正符号の仕様が、他の一般のホストＣＯＢＯＬ言語と異なっています。ここではご

利用のホストに合わせた選択をします。 
 

■ＡＮＫ変換表の編集 
  ６枚のＡＮＫ変換表があります。必要であれば、修正を行ないます。操作はごく簡単です。 
 

■コード変換表の保存 
  ここまでのセットアップ処理はメモリ上で行なわれているにすぎません。つぎからの起動時に

もセットアップ作業を有効にするには、それをディスク上のコード変換表ファイルに書き戻して、

保存する必要があります。変更点がなければ、キャンセルボタンをクリックして変換設定を終了

します。 
 
  保存して閉じる（Ｓ）ボタンをクリックすると、“ファイル名を付けて保存”ウインドウが開

きます。通常は、このまま、保存（Ｓ）ボタンをクリックします。 
 
●セットアップ結果を別の名前のコード変換表に保存したい場合 
  仮に、Ｘ．ＣＣＴという名前のコード変換表として、指定のディレクトリに保存したいとしま

す。それには、保存（Ｓ）ボタンをクリックして、“ファイル名を付けて保存”ウインドウを開

き、ファイル名にＸを入力してから、保存（Ｓ）ボタンをクリックします。 
  その後、変換設定のホスト選択でＸ．ＣＣＴを選択します。 
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                           ３．１  扱える媒体 

 
●扱える媒体 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を使うと、つぎの媒体の間でファイル変換ができます。 
 
          ＩＢＭファイル                                 Ｗｉｎｄｏｗｓファイル 
 
      ３．５インチ２ＨＤ 
    －２５６／５１２／１０２４            Ｆ             各種フロッピーディスク 
      ５インチ２ＨＤ                      ＊             （直接の変換は不可） 
    －２５６／５１２／１０２４            Ｔ 
                                          Ｒ 
    （フロッピーディスクのみ）            Ａ               ハードディスク 
                                          Ｎ 
                                          ２ 
                                          ０ 

                                          ０               ＭＯディスクなど 
                                          ７ 
 
 
  この図で、たとえば 
 
      ３．５インチ２ＨＤ－２５６／５１２／１０２４ 
 
  と書いてあるのは、「３．５インチ２ＨＤで、セクタ長が２５６バイト、５１２バイト、１０

２４バイトのものが扱えます」という意味です。 
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◆注意  ----  ＩＢＭ社の５インチ２ＨＤディスクには扱えないものがある 

  ＩＢＭ社のシステム３６、システム３８、ＡＳ／４００などで使われている５インチ２ＨＤの

フロッピーディスクには、Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７では扱えないものがあります。新・旧２通りの

フォーマットがあり、旧フォーマットは、通常の５インチ２ＨＤと物理フォーマットにも論理フ

ォーマットにも互換性がないためです。 
 
◆注意  ----  ２種類の３．５インチ２ＨＤディスクを扱える 

  ３．５インチ２ＨＤのフロッピーディスクには、物理フォーマットが 
 
      ①アンフォーマット容量１．６Ｍバイト（１．２Ｍバイトのものに対応） 
      ②アンフォーマット容量２．０Ｍバイト（１．４４Ｍバイトのものに対応） 
 
  の２種類があります。 
  ５インチ２ＨＤと互換性があるのは、①のアンフォーマット容量が１．６Ｍバイトのほうです。

三菱のシステムではアンフォーマット容量が２．０ＭバイトのものにＩＢＭ形式の論理フォーマ

ットをかけ、「ＩＢＭ形式である」としています。この②もＦ＊ＴＲＡＮ２００７では扱うこと

ができます。 
 
＜アンフォーマット容量＞ 
  アンフォーマット容量とは物理フォーマットをかけていない状態での容量のことです。物理フ

ォーマットをかけてはじめてセクタの読み書きができるようになります。しかし、そのための制

御情報やセクタ間のギャップとして使われる部分がかなりあるため、物理フォーマット後の容量

（セクタ長×セクタ数）は減ってしまいます。 
 
◆注意  ----  ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブの場合 
 ディスク装置に、ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブを使用する場合、 ３．５インチ２

ＨＤ－２５６のＩＢＭ形式フロッピーディスクのみ扱えます。３．５インチ２ＨＤ－５１２、３．

５インチ２ＨＤ－１０２４、５インチのフロッピーディスクは扱えません。 
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                        ３．２  動作機種とＯＳ 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０は、つぎの条件で動作します。 
 
  適用機種・ＯＳ 

機 種 Ｏ Ｓ(*3) 内蔵ＦＤＤ 
ＵＳＢ接続

ＦＤＤ(*2) 

ＤＯＳ／Ｖ機 

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ 

（Professional） 
△(*1) ○ 

ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ 

（Enterprise/Business） 
× ○ 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７ 

（Enterprise/Professional） 
× ○ 

 

(*1) 内蔵フロッピーディスクドライブの場合は、３モード対応の機種であること、３モード 

    フロッピードライバが組み込まれた環境であることが条件。 

  なお、これらの条件が揃っていても動作しない機種があります。 

(*2) 以下のロジテック製ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブの機種限定。 

・ＬＦＤ－３１ＵＥ 

・ＬＦＤ－３１Ｕ４ 

・ＬＦＤ－Ａ１Ｕ 

・ＬＦＤ－Ａ２Ｕ 

(*3) Ｓｅｒｖｅｒ系ＯＳ、６４ｂｉｔＯＳ、仮想環境には未対応。 

 
◆注意  ----  スーパーディスクドライブは非サポート 
Ｆ＊ＴＲＡＮ２００６までサポートしていた松下電器産業製ＵＳＢ接続スーパーディスクド

ライブ（ＬＫ－ＲＦ２４０ＵＺ）はＦ＊ＴＲＡＮ２００７ではサポートしていません。 
 
◆注意  ----  対応機種は変更になる場合があります 
 対応機種／ドライブやサポートするエディションなどは変更になる場合があります。 
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  動作環境 
  ●画面解像度          １０２４×７６８以上 
  ●メモリ              ２５６Ｍバイト以上を推奨（ＯＳの種類によって異なります） 
  ●ハードディスク      最大約２０Ｍバイトを占有 
 
 
＜最新の情報＞ 
  最新サポート機種、ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブの制限、オプションなどの情報は、

下記のホームページにてご確認ください。 
 

  ・ホームページ  ：http://www.bsc.fujitsu.com/services/ftran/ 
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                          ３．３  ディスク装置 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７が動作するために必要なディスク装置、ドライブ構成について説明しま

す。 
 
●ＩＢＭ側のディスク装置 
  ＩＢＭ形式のフロッピーディスクを扱うため、その種類に合わせて 
 
      ３．５インチ２ＨＤ用（１Ｍバイト系のフロッピーディスクをアクセスできるもの） 

      ５インチ２ＨＤ用 
 
  のフロッピーディスク装置のどちらかが、少なくとも１ドライブは必要です。標準の内蔵ドラ

イブでも、ドライブベイ内蔵用の増設ドライブでもかまいません。ただし、増設する場合は、な

るべく純正品を使用してください。また、外付けドライブでは次のディスク装置が使用できます。 
 
      ロジテック製ＵＳＢ接続フロッピーディスクドライブ 

・ＬＦＤ－３１ＵＥ 

・ＬＦＤ－３１Ｕ４ 

・ＬＦＤ－Ａ１Ｕ 

・ＬＦＤ－Ａ２Ｕ 

 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ側のディスク装置 
  Ｗｉｎｄｏｗｓファイルを置くディスク装置の種類は、アクセスが可能なディスク装置なら、

問題なく使用できます。通常は、ハードディスク装置を使用します。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７は、Ｗｉｎｄｏｗｓファイル側に対してはすべて、Ｗｉｎｄｏｗｓの標

準のファイルアクセス機能を使ってアクセスします。 
 
◆注意  ----  シングルドライブでのフロッピーディスクどうしの直接交換は不可 

  フロッピーディスクドライブ１台のみを利用した場合、ＩＢＭ形式のフロッピーディスクから

Ｗｉｎｄｏｗｓ形式のフロッピーディスクへの、直接のファイル変換はできません。ＵＳＢの外

付けのフロッピーディスク装置などの２台目の装置を用意いただくか、一度ハードディスクを経

由して交換をしてください。 
 



                                                         第４章  バージョンアップ内容 

 63 
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  バージョンアップ内容 
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４．１  バージョンアップ内容 

 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ１．０  から  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７ Ｖ２．０ へのバージョンア

ップ内容は、以下のとおりです。 
 

■Ｗｉｎｄｏｗｓ７での動作をサポートしました。 
  Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔの最新ＯＳ「Ｗｉｎｄｏｗｓ７」上でのＩＢＭ形式フロッピーを介した変

換が可能です。 
 ※Ｗｉｎｄｏｗｓ７のＪＩＳ２００４文字コードの変換には対応していません。 
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     タッチ＆トライ 



第５章  タッチ＆トライ                                                                

 66 

 

              ５．１  ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換 

 
  実際に添付のＩＢＭ形式のサンプルフロッピーディスクを使って、ＩＢＭファイルの“ＰＬＡ

ＮＥＴ”をＷｉｎｄｏｗｓファイルの“ＰＬＡＮＥＴ”に変換する作業を試して見ましょう。 
 
①スタートメニューより、プログラム（Ｐ）→Ｆ－ＴＲＡＮ２００７をクリックして、 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７を起動します。起動すると、つぎのメインウインドウが立ち上がります。 
  起動時には、ＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換（プリント形式）の状態になっていますが、 
  これから行なう作業はＩＢＭ→Ｗｉｎデータファイル変換（プリント形式）なので、 
  このままの状態から始めます。（下図の①のところを確認してください。） 
         ①       ①  ②  ①                           ② 

 
 
②変換するＩＢＭファイル名（Ｉ）を指定します。ファイル名がわかっている場合は、 
  ＩＢＭファイル名の欄に、“Ａ：ＰＬＡＮＥＴ”のように入力しますが、 

  ファイル名がわからないという前提で操作を行ないます。 

  添付のサンプルＩＢＭ形式フロッピーディスクをフロッピードライブ装置に挿入し、 

  ＩＢＭファイル名の参照（Ｙ）ボタンをクリックすると、 
  つぎのＩＢＭファイル参照ウインドウが開きます。 
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    ⑤              ③     ④ 

 
 
③ＩＢＭファイル参照ウインドウが開いたら、ドライブ（Ｄ）の▼をクリックして、 
  フロッピーディスクを挿入したドライブを選択します。 
 
④表示（Ｖ）ボタンをクリックします。 
  参照ウインドウの中に“ＰＬＡＮＥＴ”というファイル名が表示されれば、正常です 
 
＜注意＞  フロッピーディスクへアクセスした後に、 
          「ＩＢＭディスク入出力エラーが発生しました。」 
          というエラーウインドウが出てしまった場合は、 
          Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７が正しく動作しない環境であると思われます。 
          ３モードフロッピードライバが正しくインストールされているか等を確認してから、 
          再度、やり直してください。 
 
⑤“ＰＬＡＮＥＴ”を変換元のファイルに指定しますので、 
  “ＰＬＡＮＥＴ”をダブルクリックします。 
  ダブルクリックすると、ＩＢＭファイル参照ウインドウが閉じて、 
  メインウインドウのＩＢＭファイル名（Ｉ）のところに、 
  “ＰＬＡＮＥＴ”が指定された状態になります。
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                     ⑥                                              ⑦ 

  
 
⑥Ｗｉｎファイル名（Ｗ）の指定は、すでに“  ～  ＊．＊”と指定されていますので、 
  このままの状態にします。Ｗｉｎファイル名はＩＢＭファイル名を引き継ぐ指定となるので、 
  “ＰＬＡＮＥＴ”という名前のファイルになります。 
 
⑦マップ設定は、変換するデータの中に漢字やＣＯＢＯＬの数値項目（パック、ゾーン形式）、 
  日付データ項目が入っている場合のファイルレイアウトを指定します。 
  マップ設定（Ｐ）のボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 

  
                                   ⑧ 
 
⑧簡易設定（Ｓ）が選択されていることを確認してＯＫボタンをクリックすると、 
  つぎのマップ設定（簡易）のウインドウが開きます。 
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                  ⑨ 

 

 
⑨マップ設定（簡易）ウインドウのＮｏ．１～Ｎｏ．１１のデータ形式、入力幅、出力幅を、 
  つぎのように設定します。 
 
 Ｎｏ データ形式 入力幅       出力幅               コメント（入力不要） 
  １  Ａｎｋ     ２                                Ｎｏ．（惑星番号） 
  ２  漢字       ８                                和名 
  ３  Ａｎｋ     １０                              英名 
  ４  Ａｎｋ     ９                                読み 
  ５  パック     ｕ４．３                          質量比 
  ６  ゾーン     ｕ２                              衛星数（確定済） 
  ７  ゾーン     ｓ２．１                          極大等級（見かけ上の最大の明るさ） 
  ８  漢字       ２０                              英名の意味・由来 
  ９  年設定     ｗ３０       ｗ３０（省略可）     ＜1930-2029＞ 
 １０ 区切記号   ．（ピリオド）                     ＜9999.99.99＞ 
 １１ 日付       ｙｙｍｍｄｄ ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ レポート提出年月日 
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    設定はキーボードを使って直接入力してもよいのですが、つぎのように操作すると、 
  比較的、簡単に行なうことができます。Ｎｏ．１のデータ形式の欄をダブルクリックすると、 
  データ形式等の入力ウインドウが開きます。 
 
           ⑩                                       ⑪  ⑫  

 
⑩Ａｎｋ（１）をクリックして、データ形式を選択します。 
 
⑪入力幅の▲をクリックして、入力幅を２にします。 
 
⑫ＯＫボタンをクリックして、設定を確定します。 
 
  同様にＮｏ．２～Ｎｏ．１１を設定します。 
  Ｎｏ．５～Ｎｏ．７のパック／ゾーンは、整数部と小数部の指定を行ないます。 
  Ｎｏ．７のゾーンは、入力符号ありを選択します。 
  Ｎｏ．９の年設定は、入出力ともにウインドウ方式で１９３０～を選択します。 
  Ｎｏ．１０の区切記号は、ピリオド（年．月．日）を選択します。 
  Ｎｏ．１１の日付は、入力にｙｙｍｍｄｄ、出力にｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄを選択します。 
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                       ⑬                               ⑭         ⑮ 

 

 
⑬設定がすべて完了したら、変換プレビューボタンをクリックして見ましょう。 
  プレビューモードにすると、変換前と変換後のデータを前もって確認することができます。 
  ここで、マップ設定が正しいかどうかを確認できます。 
 
⑭プレビューモードで、変換前／後の切り替えができます。 
  変換後のデータが正しく表示されているかどうかを確認しましょう。 
  確認したら、再度⑬の変換プレビューボタンをクリックして、 
  プレビューモードから入力モードに戻します。 
 
⑮マップ設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックしてマップ設定を終了させます。 
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                                                                ⑯    ⑰ 
 
⑯変換後にＷｉｎファイル（Ｐｌａｎｅｔ）の内容を表示して確認するために、 
  変換結果表示（Ｖ）のチェックボックスをＯＮにします。 
 
⑰設定がすべて完了しましたので、変換（Ｇ）ボタンをクリックします。 
  変換ボタンをクリックすると変換が始まり、 
  変換中であることを示す実行ウインドウ（つぎのページ）が開きます。 
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                                                                     ⑱ 
⑱処理が正常に終了したことを確認したら、“閉じる”ボタンをクリックします。 

 

                                                                             ⑲ 
⑲実行ウインドウを閉じると、つぎのファイル内容表示ウインドウが開きます。 
  変換結果を確認してみましょう。確認が終了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
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         ⑳ 

 
 
⑳ＩＢＭ→Ｗｉｎファイル変換の一連の操作は終了しましたが、 
  いままでに設定した内容をスクリプトファイルに保存することができます。 
  保存する場合は、メインウインドウの“保存”のボタンをクリックします。 
  保存設定のウインドウが表示されたら、ＯＫボタンをクリックし、 
  “名前をつけて保存”のウインドウが表示されたら、ファイル名を入力し、 
  保存（Ｓ）ボタンをクリックします。設定が保存されます。 
 
    保存したスクリプトファイルは、“開く”ボタンをクリックすれば、 
  いつでも呼び出すことができます。そして、エクスプローラからダブルクリックするだけで、 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ２００７のメインウインドウを開かずに、自動実行させることができます。 
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サポート・サービスについて 
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６．１  サポート・サービスについて 

 
１．ユーザー登録について 
本製品を購入されたユーザー様は、必ずユーザー登録を行ってください。 

ユーザー登録は、下記の弊社ホームページから行ってください。 

 （本製品に、「ユーザー登録カード」は添付されていません） 

 

２．「年間サポート・サービス」について 

本製品には、「年間サポート・サービス」が標準提供されています。 

 

■ 本サービスは、本製品の「ユーザー登録」を行っていただくことが必要になります。  

 

■ お問い合わせの際に、ユーザー登録の確認をさせていただきます。未登録の場合、お問い

合わせの内容によっては、対応をお断りさせていただくことになりますので、ご注意くだ

さい。 

 

 

サポート・サービスの詳細についてはパッケージに同梱されている「Ｆ＊ＴＲＡＮサポート・

サービス」をご覧ください。 

 

 

【Ｆ＊ＴＲＡＮホームページ】 

      http://www.bsc.fujitsu.com/services/ftran/ 

 

【サポートサービスの内容】 

・ 電話による質問への対応 

・ Ｅ－ｍａｉｌによる質問への回答 

・ バグ修正版の無償提供 
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